
ゆざとのくらし 

 楽
たの

しく安
あん

全
ぜん

な学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

るためには、みなさんが守
まも

らなければならない約束
やくそく

があります。「ゆ

ざとのくらし」は、自分
じ ぶ ん

のためだけでなく、周
まわ

りの人
ひと

に心配
しんぱい

や迷惑
めいわく

をかけないようにするために

も大切
たいせつ

なものです。しっかり守
まも

って、楽
たの

しい学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

りましょう。 

 

服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

 

１．全
すべ

ての持
も

ち物
もの

に、学年
がくねん

・組
くみ

・名前
な ま え

を書
か

きましょう。学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

ないもの（まんが・シャーペ

ン・おもちゃ・カイロ・シール・キーホルダーなど）は持
も

ってこないようにしましょう。 

２．運動
うんどう

しやすいくつをはきましょう。 

３．ハンカチ、ティッシュをポケットに入
い

れておきましょう。 

４．名札
な ふ だ

は見
み

えるところにつけましょう。 

１年生
ねんせい

は、登校
とうこう

したら表
おもて

に向
む

け、下校
げ こ う

時
じ

に裏向
う ら む

けましょう。２年生
ねんせい

以上
いじょう

の人
ひと

は、登校
とうこう

したら

名札
な ふ だ

をつけ、帰
かえ

る前
まえ

に外
はず

して、学校
がっこう

に置
お

いて帰
かえ

りましょう。 

５．標準帽
ひょうじゅんぼう

をかぶり、標準服
ひょうじゅんふく

を正
ただ

しく着
き

ましょう。小学生
しょうがくせい

らしい身
み

なりを心
こころ

がけましょう。 

 

【冬季
と う き

（１１月
がつ

～４月
がつ

）の服装
ふくそう

】 

 

 

 

・登
とう

下校
げ こ う

の時
とき

は、ジャンパー（ブレザーの上
うえ

から着用
ちゃくよう

）手
て

ぶくろ、ネックウォーマーを着用
ちゃくよう

し

てもかまいません。マフラーは使
つか

ってはいけません。 

 

【夏季
か き

（６月
がつ

～９月
がつ

）の服装
ふくそう

】 

   

・移行
い こ う

時期
じ き

（5月
がつ

・10月
がつ

）はどちらの服装
ふくそう

でも構
かま

いません。 

・暑
あつ

い時期
じ き

や運動会
うんどうかい

の練習
れんしゅう

があるときは、白
しろ

いＴシャツでもかまいません。 

 ・夏休
なつやす

みのプール開放
かいほう

は私服
し ふ く

です。（サンダル不可
ふ か

） 

※始業式
しぎょうしき

や終業式
しゅうぎょうしき

、修了式
しゅうりょうしき

、卒業式
そつぎょうしき

、入学式
にゅうがくしき

、学級
がっきゅう

写真
しゃしん

の撮影
さつえい

などでは、 

リボンやネクタイ・ブレザー（夏季
か き

以外
い が い

）を着用
ちゃくよう

します。 

※標
ひょう

準服
じゅんふく

での校外
こうがい

学習
がくしゅう

のときは、ブレザーを着用
ちゃくよう

します。（夏季
か き

以外
い が い

） 

※季節
き せ つ

関係
かんけい

なく、長
なが

ズボンを着用
ちゃくよう

してもかまいません。 

ただし、シンプルで動
うご

きやすいもの（黒
くろ

・紺
こん

）にしましょう。 

 

【体育
たいいく

時
じ

の服装
ふくそう

】 

 

 

ブレザー、ポロシャツ・ブラウス・カッター（白
しろ

）、スカート・ズボン 

ベスト（紺
こん

・グレー・黒
くろ

）、セーター（紺
こん

・グレー・黒
くろ

） 

ポロシャツ・ブラウス・カッター、スカート・ズボン、ベスト 

 

上
うえ

は白色
しろいろ

の半
はん

そで・下
した

は紺色
こんいろ

の半
はん

ズボン（タイツやレギンス等
など

は、靴下
くつした

に履
は

き替
か

えましょう）、 

冬場
ふ ゆ ば

は、長
なが

そでや長
なが

ズボン（体育用
たいいくよう

）を着用
ちゃくよう

してもかまいません。 



登
とう

下校
げ こ う

 

１．集団
しゅうだん

登校
とうこう

の時間
じ か ん

を守
まも

りましょう。（8時
じ

10分
ぷん

から 8時
じ

20分
ぷん

の間
あいだ

に登校
とうこう

） 

２．遅刻
ち こ く

・欠席
けっせき

はミマモルメで 8時
じ

30分
ぷん

までに連絡
れんらく

してもらいましょう。 

また、班長
はんちょう

さんにも連絡
れんらく

してもらいましょう 

３．登
とう

校
こう

したら、学
がっ

校
こう

の外
そと

に出
で

てはいけません。（忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに帰
かえ

ってはいけません。） 

４．最
さい

終
しゅう

下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

を守
まも

りましょう。３月
がつ

～11月
がつ

は午
ご

後
ご

4時
じ

30分
ぷん

、12月
がつ

～２月
がつ

は午
ご

後
ご

4時
じ

 

５．ひとりひとりが交通
こうつう

ルールを守
まも

るようにしましょう。 

６．寄
よ

り道
みち

をせず、決
き

められた道
みち

を通
とお

って帰
かえ

りましょう。 

 

学校内
がっこうない

 

１．気持
き も

ちのよいあいさつをしましょう。 

２．チャイムの合
あい

図
ず

を守
まも

って行
こう

動
どう

できるようにしましょう。 

３．赤
あか

コーンが出
で

ている日
ひ

は、運
うん

動
どう

場
じょう

は使
つか

えません。安
あん

全
ぜん

に過
す

ごす工
く

夫
ふう

をしましょう。 

４．「あそびマップ」を見
み

て、決
き

められた場所
ば し ょ

で安全
あんぜん

に気
き

をつけて遊
あそ

びましょう。 

玄関
げんかん

・ろうか・階段
かいだん

・校舎
こうしゃ

や体育
たいいく

倉庫
そ う こ

のうら・ピロティで遊
あそ

んではいけません。 

   ◎サッカーは低学年
ていがくねん

が小
しょう

ゴール、高学年
こうがくねん

が大
だい

ゴールを使用
し よ う

しましょう。 

５．火曜日
か よ う び

は児童
じ ど う

朝会
ちょうかい

、木曜日
も く よ う び

はたてわり班
はん

活動
かつどう

と児童
じ ど う

集会
しゅうかい

が交互
こ う ご

にあります。 

６．物
もの

を大切
たいせつ

にしましょう。（特
とく

に、みんなで使
つか

うものを大
たい

切
せつ

にしましょう。） 

７．登
とう

下校
げ こ う

時
じ

着用
ちゃくよう

してきた手袋
てぶくろ

等
とう

は、校内
こうない

で使用
し よ う

してはいけません。（冬季
と う き

） 

８．校庭
こうてい

開放
かいほう

では、校庭
こうてい

開放用
かいほうよう

の用具
よ う ぐ

を使
つか

いましょう。 

借
か

りるときは職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に言
い

いましょう。 

９．上
うわ

ぐつと下
した

ぐつ 

・登校
とうこう

したら、1年生
ねんせい

はエレベーター横
よこ

を通
とお

って教室前
きょうしつまえ

で、２～6年生
ねんせい

は保健室
ほ け ん し つ

横
よこ

を通
とお

っ    

てピロティで上
うわ

ぐつにはきかえます。1階
かい

は下
した

ぐつ、2階
かい

～4階
かい

は上
うわ

ぐつで移動
い ど う

します。給 食
きゅうしょく

を取
と

りに行
い

くとき、講堂
こうどう

への移動
い ど う

は上
うわ

ぐつです。 

・上
うわ

ぐつを忘
わす

れたときは職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に声
こえ

をかけ、「貸
か

し出
だ

し用上
よううわ

ぐつ連絡簿
れ ん ら く ぼ

」に名前
な ま え

を書
か

い

て借
か

ります。教室
きょうしつ

の「貸
か

し出
だ

し用上
よううわ

ぐつ連絡簿
れ ん ら く ぼ

」にも担任
たんにん

の先生
せんせい

に言
い

って名前
な ま え

を書
か

きましょ

う。返却
へんきゃく

の時
とき

も同
おな

じです。 

 

校外
こうがい

の生活
せいかつ

 

１．子
こ

どもだけで校区外
こ う く が い

に行
い

ってはいけません。 

２．火
ひ

遊
あそ

び・危
き

険
けん

なおもちゃでの遊
あそ

び・カードの交
こう

換
かん

ややり取
と

り・ゲームの貸
か

し借
か

りや 

おごりあいなどはしないようにしましょう。 

３．携帯
けいたい

電話
で ん わ

を使
つか

うときは、おうちの人
ひと

とのルールを守
まも

りましょう。 

４．外出
がいしゅつ

するときは「どこへ・誰
だれ

と・いつ帰
かえ

るか」をおうちの人
ひと

に伝
つた

えましょう。 


